
　

２
０
１
２
年
12
月
８
・
９
日
、
第
５
回
日
本
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
が
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
。
学
会

で
は
、「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」代
表
戦
に
お
け
る
観
戦

者
調
査
の
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、Ｊ
リ
ー

グ
を
長
年
研
究
し
て
き
た
男
性
研
究
者
た
ち
が
、

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」と
い
う
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
象
徴

的
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
初
め
て
発
表
を
行
っ
た

だ
け
に
、
新
し
い
風
を
感
じ
た
。

　

ま
た
、
地
元
仙
台
で
は
２
０
１
２
年
の
Ｊ
１
で
２
位

と
な
っ
た「
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
」に
、
同
年
か
ら「
ベ
ガ
ル
タ

仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
」が
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
の「
な
で
し
こ
リ
ー
グ
」の
下
位
組
織
で
あ
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
優
勝
、
２
年

目
か
ら「
な
で
し
こ
リ
ー
グ
」へ
の
昇
格
を
決
め
た
。
当

学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
発
表
し
た
ベ
ガ
ル
タ
仙
台

の
白
幡
洋
一
社
長
は
、「
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
」の

存
在
は
チ
ー
ム
経
営
に
と
っ
て
は
、
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大

で
あ
る
と
の
認
識
を
明
ら
か
と
し
た
。

　

２
０
１
１
年
の「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女

子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
を
契
機
と
し
、
そ
の
後
の
社

会
現
象
か
ら
、
結
果
的
に
日
本
の
潜
在
的
な
マ
ー
ケ
ッ

ト（
ま
だ
未
開
発
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
女
性
）に
気
づ

く
こ
と
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
２
０
１
２
年
３
月
に「
ス
ポ
ー
ツ
基

文
部
科
学
省
の
新
た
な

女
性
ス
ポ
ー
ツ
支
援
の
た
め
の
施
策

新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の

女
性
ス
ポ
ー
ツ

現
代
社
会
に
お
け
る
女
性
と
ス
ポ
ー
ツ
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【図1】
（出所）松田（2012）「女性アスリートのヘルスコントロール」p.5 より抜粋

月経があることはエネルギーが蓄積されている証拠

無月経はエネルギー不足を意味する！

エネルギー不足は無月経と骨粗しょう症に
密接に関係しています

無月経だと骨が強くならない！！
思春期に骨密度は25％増えないと75％のまま

→骨密度75％以下は危険

無月経 骨密度不足

女性（卵胞）ホルモンが
上昇しない

視床下部性
無月経

プレ骨粗しょう症
切迫骨粗しょう症

骨粗しょう症
（骨がスカスカ）

カルシウムが
取り込まれない

＝ ＝

本
計
画
」を
発
表
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
に
は
、
女
性

と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
記
載
が
明
確
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
、
女
性
が

参
加
で
き
る
競
技
数（
メ
ダ
ル
数
）が
増
加
し
て
お
り
、

特
に
、
近
年
の
夏
季
大
会
で
我
が
国
の
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
の
メ
ダ
ル
獲
得
率
は
男
性
ア
ス
リ
ー
ト
よ
り
高
い
。

こ
う
し
た
分
野
に
お
け
る
競
技
力
の
向
上
は
、
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に

対
す
る
効
果
的
な
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
い
ま
だ

研
究
･
開
発
の
途
上
に
あ
る
」（
文
部
科
学
省
、
２
０

１
２
）と
い
う
記
載
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中

で
、
２
０
１
１
年
か
ら
文
部
科
学
省
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
中
で
も
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
特
化
し
、「
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
戦
略
的
強
化
支
援
方
策
の
調
査
研
究
」を

委
託
事
業
と
し
て
開
始
し
た
。
２
０
１
２
年
は
２
年
目

を
迎
え
、
順
天
堂
大
学
が
委
託
を
受
け
実
施
し
て
い
る

（http://w
w
w
.juntendo.ac.jp/athletes/index.

htm
l

）。

　

そ
の
調
査
研
究
の
中
で
明
ら
か
と
な
っ
た
事
実
に
基

づ
き
、
現
代
に
お
け
る
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
を
、

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
着
目
し
、
彼
ら
が
直
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。

　

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
直
面
し
や
す
い
課
題
は
３
つ
に

絞
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
目
は
身
体
･
生
理
的
課
題
、
次
は

心
理
･
社
会
的
課
題
、
そ
し
て
最
後
は
組
織
･
環
境

的
課
題
で
あ
る
。

  

1
身
体
･
生
理
的
な
課
題

　

女
性
と
男
性
ア
ス
リ
ー
ト

の
違
い
は
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト

に
月
経
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
男
性

コ
ー
チ
に
は
、
女
性
ア
ス
リ
ー

ト
を「
小
さ
な
男
性
ア
ス
リ
ー

ト
」と
と
ら
え
て
し
ま
っ
て
い

る
困
っ
た
人
た
ち
が
存
在
す

る
。
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
ア

ス
リ
ー
ト
で
あ
る
前
に
、「
女

性
」な
の
で
あ
る
。

❶
月
経
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

こ
の
月
経
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
西

別
府
病
院
の
松
田
貴
雄
医
師
の
作
成
さ
れ
て
い
る
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
大
変
分
か
り
易
い
。
以
下
に
抜
粋
し
て
紹

介
す
る
。

　

松
田
氏
に
よ
れ
ば
、
月
経
が
な
い
ま
ま
ス
ポ
ー
ツ
を

続
け
る
と
、い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
障
害
が
起
こ
り
や
す

く
な
る
。
３
ヵ
月
以
上
月
経
の
な
い
状
態
を「
無
月
経
」

と
い
う
が
、
こ
の
状
態
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
蓄
積
シ
ス
テ

ム
」が
で
き
て
い
な
い
と
言
い
換
え
ら
れ
る
と
い
う
。
無

月
経
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
意
味
す
る
。

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の

直
面
し
や
す
い
３
つ
の
課
題
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ロンドン五輪女子選手の引退後のスポーツとの関わり方の展望
（出所）JOC女性スポーツ専門部会、2012

【図3】引退後どのようにスポーツに
　　  関わりたいか〈自由記述〉（n＝104）

指導者に
なりたい
41.3％

こどもに教えたい
4.8％

普及活動に
関わりたい
8.7％

トレーナーに
なりたい
3.8％

指導者以外で
関わりたい
4.8％

競技について
勉強したい
2.9％

楽しくスポーツを
続けていきたい  
5.8％

何らかの形で
関わりたい   
18.3％

審判員に
なりたい
1.0％

その他
8.7％

思う
81.4％

思わない
18.6％

【図2】引退後にもスポーツに
　　  関わっていきたいと思うか（n＝129）

　

月
経
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄
積
シ
ス
テ
ム
が
準
備
完
了
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
証
で
あ
る
と
い
う
。
逆

説
的
に
は
、無
月
経
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
意
味
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
な
る
と
体
脂
肪
が
減
少
す
る
。
体

脂
肪
が
減
少
す
る
と
レ
プ
チ
ン
分
泌
が
低
下
。
レ
プ
チ

ン
が
低
下
す
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
と
と
も

に
、
脳
の
視
床
下
部
に
働
き
、
排
卵
を
止
め
る
と
い
う
。

こ
れ
が
無
月
経
だ
そ
う
だ
。

　

体
脂
肪
が
減
少
し
て
レ
プ
チ
ン
が
低
下
す
る
と
骨
に

も
作
用
し
て
骨
密
度
が
低
下
す
る
。エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

が
始
ま
る
と
レ
プ
チ
ン
の
分
泌
が
低
下
す
る
の
で
、エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
と
体
重
減
少
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
無
月
経
は
既
に
骨
に
影
響
が
出
始
め
て
い
る
サ
イ

ン
な
の
で
、「
プ
レ
骨
粗
し
ょ
う
症
」で
あ
る
と
い
う（
前

頁
・
図
1
）。

❷
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
起
こ
り
や
す
い
障
害

　

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
起
こ
り
や
す
い
障
害
は
、
膝
前

十
字
靱
帯
損
傷
と
疲
労
骨
折
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
障

害
が
最
も
多
い
の
は
16
歳
で
あ
る
と
さ
れ
、
前
述
の
松

田
氏
に
よ
れ
ば
、
靱
帯
や
骨
の
強
さ
が
十
分
に
え
ら
れ

な
い
ま
ま
筋
力
の
み
が
強
く
な
る
こ
と
が
、
こ
の
原
因

の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
骨
を
つ
く
る
時

期
、
靱
帯
の
柔
軟
性
を
必
要
と
す
る
時
期（
月
経
開
始

前
後
）が
重
要
で
、
さ
ら
に
、
こ
の
障
害
の
予
防
の
た
め

に
も
、
無
月
経
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
い

る
。様
々
な
視
点
で
、月
経
開
始（
初
経
開
始
）前
後
が
、

長
期
に
わ
た
り
競
技
生
活
を
す
る
上
で
大
変
重
要
で

あ
る
こ
と
を
松
田
氏
は
強
調
し
て
い
る
。

  

2 

心
理
･
社
会
的
な
課
題

　

次
に
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
心
理
･
社
会
的
な
課
題

と
し
て
は
、女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
心
理
特
性
、指
導
者
の

指
導
方
法
、結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
家
事
等

の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
競
技
生
活
の
両
立
、
そ
し
て
引

退
後
の
進
路
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
は
男
性
ア
ス
リ
ー
ト
と
は
異
な
っ

た
興
味
や
関
心
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
性
差
を
考
慮
し
た
上
で
の
指
導
が
自
ず
と
必
要
に

な
る
。
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
小
さ
な
男
性
ア
ス
リ
ー
ト

で
は
な
い
と
い
う
理
由
は
こ
こ
に
も
存
在
す
る
。

　

順
天
堂
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
肩
に
け
が
を
し
た
際
に
、「
男
性
の

コ
ー
チ
に
、
肩
に
テ
ー
ピ
ン
グ
を
し
て
も
ら
う
時
に
大
変

恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
」と
述
べ
た
元
選
手
の
コ
メ
ン
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ト
が
あ
る
。
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
気
持
ち
を
考
慮
し
て

い
な
い
指
導
者
の
対
応
の
例
で
あ
る
。

　

次
に
、
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
も
結
婚
･
出

産
後
の
選
手
が
走
り
高
跳
び
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
日
本
で
も
、
田
村
亮
子
選
手
が
結
婚
し
て
谷
亮
子

と
し
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
次
に
出
産
し
て「
マ
マ
で

も
金（
メ
ダ
ル
）」を
目
指
し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
ま
だ

日
本
で
は
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
が
競
技
か
結
婚
、
あ
る

い
は
競
技
か
育
児
の
二
者
択
一
を
結
果
的
に
は
迫
ら
れ

る
社
会
的
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
の
選

手
強
化
の
動
向
か
ら
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
そ
し
て

子
育
て
期
の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
べ

き
か
と
い
う
視
点
が
注
目
さ
れ
つつ
あ
る
。

　

最
後
に
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
引
退
後
の
進
路
で
あ

る
が
、
現
状
と
し
て
は
指
導
者
的
な
立
場
に
立
つ
女
性

の
比
率
は
20
％
を
切
っ
て
い
る
。
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
組
織

の
役
員（
意
志
決
定
者
）の
女
性
の
比
率
は
４
％
と
、

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）が
提
唱
す
る
数

字
で
あ
る
20
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る（
順
天
堂
大

学
、
２
０
１
２
）。

　
一
方
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
参
加
し
た
女

子
選
手
の
調
査（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
女
性
ス
ポ
ー
ツ
専
門
部
会
、

２
０
１
２
）で
は
、
回
答
し
た
参
加
選
手
の
41
・
３
％

が
引
退
後
に
指
導
者
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
、
潜
在
的
な
女
性
の
指
導
者
へ

の
ニ
ー
ズ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た（
図
3
）。

　  

3 

組
織
･
環
境
的
な
課
題

　

前
述
し
た
よ
う
に
、ス
ポ
ー
ツ
組
織
に
は
女
性
ア
ス

リ
ー
ト
の
身
体
･
生
理
的
お
よ
び
心
理
・
社
会
的
な

課
題
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
課
題
に
加
え
て
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
を
取
り
巻
く

組
織
･
環
境
的
な
課
題
も
存
在
す
る
。

　

ま
ず
は
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
は
指
導
者
に
な
り
た
い
と
い
う

要
望
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
女
性
た
ち

が
実
際
に
は
指
導
者
的
な
立
場（
コ
ー
チ
や
役
員
）に
就

い
て
い
な
い
。
ま
ず
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
女
性
コ
ー
チ

の
コ
ー
チ
業
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト（
結
婚
、
出
産
、
育
児
）

と
の
両
立
の
難
し
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
子

育
て
中
の
女
性
コ
ー
チ
の
た
め
の
託
児
機
能
を
含
む
環

境
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。ス
ポ
ー
ツ
組

織
の
強
化
部
長
か
ら
も「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
場
所

に
託
児
所
を
完
備
す
る
等
、
子
供
が
い
て
も
安
心
し
て

コ
ー
チ
ン
グ
で
き
る
環
境
へ
の
要
望
」が
出
さ
れ
た（
順

天
堂
大
学
、
２
０
１
２
）。

　

女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
新
し

い
価
値
の
創
造
）が
必
要
で
あ
る
。
現
存
せ
ず
見
た
こ

と
も
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
も
し
実
現
す
れ
ば
素
晴

ら
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
そ

れ
を
必
要
と
思
わ
れ
る
人
々
へ
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

公
開
競
技
と
し
て
で
は
あ
る
が
２
０
１
３
年
度
か
ら

高
校
総
体
に
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
需
要
が
あ
る
か
ら
採
用
し
た
の
で
は
な
い
。
女

子
レ
ス
リ
ン
グ
と
い
う
競
技
種
目
の
国
際
大
会
で
の
活
躍

を
背
景
に
、
新
た
に
こ
の
種
目
を
採
用
し
、
女
子
レ
ス

リ
ン
グ
の
今
後
の
普
及
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
競

技
大
会
の
開
催
に
よ
って
、
女
子
の
競
技
人
口
の
増
加
を

促
す
動
き
は
、
２
０
１
６
年
の
リ
オ
五
輪
か
ら
採
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
女
子
ラ
グ
ビ
ー
も
同
様
で
あ
る
。

　

全
て
の
女
性
が
最
大
限
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
文
化
を
実
現
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
我
々
女
性
ス

ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
者
た
ち
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。
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スポーツが持つ“多様な魅力”がQOLを豊かにする特 集




